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●子どもアンケート調査● ●学校アンケート調査●
【調査対象】 【調査対象】

県内の小・中学校、義務教育学校及び高等学校に在籍する、小学校５年生、
中学校２年生（義務教育学校５年生、８年生）、高校２年生（定時制高校
２年生相当、通信制高校２年生含む）（悉皆調査）

県内の全小中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校

学 年 岐阜県 全国（抽出調査）

小学５年生 17,506人 約24,500人（６年生）

中学２年生 18,212人 約100,000人

全日制高校２年生 15,817人 約68,000人

定時制・通信制高校２年生 1,247人 ―

【調査期間及び回答方法】

学 校 岐阜県 全国

小学校 363校 350校

中学校 186校 1,000校

全日制高校 79校 350校

定時制高校 11校 47校

通信制高校 ８校 47校

特別支援学校 23校 ―

【回答率】

【回答率】

学 年 岐阜県 全国

小学５年生 78.7％ 39.8％（６年生）

中学２年生 64.2％ 5.6％

全日制高校２年生 50.6％ 10.9％

定時制・通信制高校２年生 26.2％ ―

学 年 岐阜県 全国

小学校 60.3％ 74.3％

中学校 53.2％ 75.4％

全日制高校 67.1％ 71.1％

定時制高校 54.5％ 57.4％

通信制高校 75.0％ 74.5％

特別支援学校 82.6％ ―

【調査期間及び回答方法】
岐阜県 全国（抽出調査）

小学５年生
（全国調査：６年生） ・2022年９月５日～

2022年９月30日
・学校の時間内に
オンラインで回答を
入力

・2022年１月
・自宅にて調査用紙に
回答し郵送

中学２年生 ・2020年12月21日～
2021年１月31日

（通信のみ）
・2021年1月26日～2月28日
・オンラインで回答を入力

全日制高校２年生

定時制・通信制高校２年生

●インタビュー調査●
【調査対象】 元ヤングケアラー３名 及び 関係団体１７団体 【調査時期】 2022年８月～2023年１月

学 校 岐阜県 全国

小学校 ・2022年９月５日～
2022年９月30日

・オンラインで回答を
入力

・2022年１月
・調査用紙に回答し郵送

中学校・高等学校 ・2020年12月～2021年2月

特別支援学校 ―

・岐阜県居宅介護支援事業協議会 ・岐阜県地域包括・在宅介護支援センター協議会 ・認知症の人と家族の会 ・岐阜市基幹相談センターサテライトふなぶせ
・岐阜県ソーシャルワーカー協会 ・岐阜県難病団体連絡協議会 ・岐阜県相談支援事業者連絡協議会 ・岐阜県精神保健福祉会連合会
・NPO法人可児市国際交流協会 ・岐阜県国際交流センター ・岐阜市「エールぎふ」 ・関市福祉政策課 ・山県市役所子育て支援課 ・県立特別支援学校４校
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子どもアンケート調査結果の概要

「ヤングケアラーの自己認識」について

自分が「ヤングケアラーにあてはまる」と回答した子どもは２％程度。
※なお、小学生調査については、本設問による当事者への侵襲性を考慮し、国実施調査と同様に設けていない。

●自分はヤングケアラーにあてはまるか

●中学２年生（11,688人） ●全日制高校２年生（8,001人）

あてはまる

1.7%

あてはまらない

80.7%

わからない

15.0%

無回答

2.6%
あてはまる

1.6%

あてはまらない

79.5%

わからない

16.1%

無回答

2.8%

あてはまる

1.8%

あてはまらない

85.0%

わからない

12.5%

無回答

0.7%
あてはまる

2.3%

あてはまらない

80.5%

わからない

16.3%

無回答

0.8%

岐阜県
「あてはまる」

1.7％

全国

「あてはまる」

1.8％

岐阜県
「あてはまる」

1.6％

全国

「あてはまる」

2.3％

●全日制高校２年生（全国調査：2020年12月実施）●中学２年生（全国調査：2020年12月実施）
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子どもアンケート調査結果の概要

「ヤングケアラーの認知度」について

50％程度の中高生がヤングケアラーという言葉を「聞いたことがない」と回答している。
※なお、小学生調査については、本設問による当事者への侵襲性を考慮し、国実施調査と同様に設けていない。

●中学２年生（11,688人） ●全日制高校２年生（8,001人）

聞いたことがあり、

内容もよく知っている

25.2%

聞いたことはあるが、

よく知らない

19.8%

聞いたことは

ない

53.1%

無回答

1.9%

●全日制高校２年生（全国調査：2020年12月実施）●中学２年生（全国調査：2020年12月実施）

●ヤングケアラーという言葉を聞いたことがあるか

聞いたことがあり、

内容もよく知っている

32.2%

聞いたことはあるが、

よく知らない

19.6%

聞いたことは

ない

45.4%

無回答

2.8%

聞いたことがあり、

内容もよく知っている

6.3%

聞いたことは

あるが、

よく知らない

8.8%

聞いたことは

ない

84.2%

無回答

0.6%
聞いたことがあり、

内容もよく知っている

5.7%

聞いたことはあるが、

よく知らない

6.9%

聞いたことは

ない

86.8%

無回答

0.6%



いる

3.8%

いない

91.8%

無回答

4.5%

岐阜県

子どもアンケート調査結果の概要

「子ども自身が世話する家族の有無」について

小学５年生の15.8％ 中学２年生の5.4％ 全日制高校２年生の3.8％が「世話をしている家族がいる」と回答した。小学生は全
国調査に比べて高い割合となっている。

●世話をする家族の有無

●小学５年生（13,780人） ●中学２年生（11,688人） ●全日制高校２年生（8,001人）
いる

15.8%

いない

81.1%

無回答

3.1%

岐阜県

いる

6.5%

いない

93.5%

無回答

0.0%

全国

岐阜県
「いる」
15.8％

６人に１人

いる

5.4%

いない

89.7%

無回答

4.9%

岐阜県

岐阜県
「いる」
5.4％

19人に１人

岐阜県
「いる」
3.8％

26人に１人

いる

4.1%

いない

94.9%

無回答

0.9%

全国

全国（小６）
「いる」
6.5％

15人に１人

全国
「いる」
5.7％

17人に１人

全国
「いる」
4.1％

24人に１人

４

いる

5.7%

いない

93.6%

無回答

0.6%

全国
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子どもアンケート調査結果の概要

「世話を必要とする家族」について

世話を必要とする家族は小中高生とも「きょうだい」が最も多く、次いで「母親」 「父親」が多くなっている。

●世話を必要とする家族 【複数回答】

●小学５年生（2,177人） ●中学２年生（635人） ●全日制高校２年生（302人）

40.5 % 

29.3 %

17.3 %

12.0 %

55.9 %

5.1 %

8.5 %

母 父 祖母 祖父 きょうだい その他 無回答

24.1 %

15.7 %

12.9 

8.5 %

39.8 %

6.9 %

26.5 %

母 父 祖母 祖父 きょうだい その他 無回答

25.8 %

17.5 %
16.6 %

7.9 %

26.2 %

5.6 %

33.4 %

母 父 祖母 祖父 きょうだい その他 無回答



3.5

2.8

2.8

0.6

1.1

0.4

1.1

0.2

0.1

3.3

1.4

1.4

1.7

0.6

0.6

0.6

1.4

0.6

5.7

3.2

0.6

5.1

1.3

0.0

1.9

0.6

0.0

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

高齢（65歳以上）

日本語が苦手、日本語を第一言語としない

要介護（食事や身の回りのお世話）が必要

身体障がい

こころの病気（うつ病など）※疑い含む、精神疾患

依存症（アルコール依存症、ギャンブル依存症）

認知症

病気

知的障がい

小学５年生 中学２年生 全日制高校２年生

※「その他・無回答・分からない」は除いて記載

n=908人 n=360人 n=157人

(％)

６

子どもアンケート調査結果の概要

「世話を必要とする父母の状況」について

世話を必要とする父母の状況については、小中高生とも「高齢（65歳以上）」が最も多く、次いで小学生では「日本語が苦
手、日本語を第一言語としない」「要介護（介護が必要な状況）」中高生では「身体障がい」が多くなっている。

●世話を必要とする父母の状況 【複数回答】



33.0

7.4

4.3

3.3

1.9

1.4

0.7

0.5

0.2

13.9

3.3

4.7

1.9

0.0

0.0

0.6

0.3

0.6

26.1

6.4

6.4

5.1

0.0

0.0

0.6

0.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

高齢（65歳以上）

要介護（食事や身の回りのお世話）が必要

認知症

身体障がい

こころの病気（うつ病など）※疑い含む、精神疾患

日本語が苦手、日本語を第一言語としない

知的障がい

依存症（アルコール依存症、ギャンブル依存症）

病気

小学５年生 中学２年生 全日制高校２年生

※「その他・無回答・分からない」は除いて記載

n=421人 n=360人 n=157人

(％)

７

子どもアンケート調査結果の概要

「世話を必要とする祖父母の状況」について

世話を必要とする祖父母の状況については、小中高生とも「高齢（65歳以上）」が最も多くなっている。

●世話を必要とする祖父母の状況 【複数回答】



８

子どもアンケート調査結果の概要

「世話を必要とするきょうだいの状況」について

世話を必要とするきょうだいの状況については、小中高生とも「幼い」が最も多くなっている。

●世話を必要とするきょうだいの状況 【複数回答】

43.1

2.1

2.7

1.1

2.8

-

0.9

44.2

3.9

0.8

1.1

0.0

0.8

0.0

24.2

5.1

1.3

2.5

0.0

0.0

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

幼い

知的障がい

日本語が苦手、日本語を第一言語としない

身体障がい

介護（食事や身の回りのお世話）が必要

精神疾患

病気

小学５年生 中学２年生 全日制高校２年生

※「その他・無回答・分からない」は除いて記載

小学生に「精神疾患」についての質問はしていません

n=1,218人 n=360人 n=157人

(％)
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子どもアンケート調査結果の概要

「父母への世話の内容」について

父母への主な世話の内容は食事の準備や掃除、洗濯などの「家事」が最も多く、次いで「外出の付き添い」「見守り」となっ
ている。

●父母への主な世話の内容 【複数回答】

●小学５年生（908人） ●中学２年生（360人） ●全日制高校２年生（157人）

48.5 %

19.2 %

17.7 %

13.0 %

10.8 %

9.8 %

5.0 %

4.5 %

4.0 %

1.9 %

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

買い物や散歩に一緒に行く

話を聞く

見守り

きょうだいの世話や送迎など

入浴やトイレのお世話

お金の管理

病院に一緒に行く

薬の管理

通訳（日本語や手話など）

15.3%

6.1%

4.7%

2.5%

2.2%

2.2%

1.1%

1.1%

0.6%

0.0%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

外出の付き添い（買い物など）

見守り

感情面のサポート

きょうだいの世話や送迎など

金銭管理

身体的な介護（入浴など）

通訳（日本語や手話など）

服薬管理

通院の付き添い

16.6 %

6.4 %

5.1 %

4.5 %

4.5 %

2.5 %

2.5 %

1.3 %

0.6 %

0.0 %

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

外出の付き添い（買い物など）

見守り

きょうだいの世話や送迎など

感情面のサポート

身体的な介護（入浴など）

通訳（日本語や手話など）

通院の付き添い

金銭管理

服薬管理
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子どもアンケート調査結果の概要

「祖父母への世話の内容」について

祖父母への主な世話の内容は食事の準備や掃除、洗濯などの「家事」や「見守り」が多く、次いで「外出の付き添い」「見守
り」となっている。

●祖父母への主な世話の内容 【複数回答】

●小学５年生（421人） ●中学２年生（360人） ●全日制高校２年生（157人）

47.3 %

25.2 %

23.3 %

20.4 %

9.7 %

7.8 %

7.1 %

6.7 %

1.4 %

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

買い物や散歩に一緒に行く

話を聞く

見守り

入浴やトイレのお世話

薬の管理

お金の管理

病院に一緒に行く

通訳（日本語や手話など）

10.0%

7.2%

5.6%

4.4%

2.5%

2.2%

1.1%

0.6%

0.3%

見守り

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

外出の付き添い（買い物など）

感情面のサポート

身体的な介護（入浴など）

通院の付き添い

服薬管理

金銭管理

通訳（日本語や手話など）

15.3 %

13.4 %

7.6 %

5.7 %

3.2 %

1.9 %

1.9 %

0.6 %

0.6 %

見守り

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

感情面のサポート

外出の付き添い（買い物など）

身体的な介護（入浴など）

金銭管理

服薬管理

通訳（日本語や手話など）

通院の付き添い
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子どもアンケート調査結果の概要

「きょうだいへの世話の内容」について

きょうだいへの主な世話の内容は食事の準備や掃除、洗濯などの「家事」や「きょうだいの世話や送迎など」「見守り」が多
くなっている。

●きょうだいへの主な世話の内容 【複数回答】

●小学５年生（1,218人） ●中学２年生（360人） ●全日制高校２年生（157人）

36.7 %

29.4 %

28.8 %

18.9 %

18.1 %

17.7 %

3.0 %

2.8 %

2.5 %

1.6 %

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や送迎など

見守り

話を聞く

入浴やトイレのお世話

買い物や散歩に一緒に行く

お金の管理

病院に一緒に行く

薬の管理

通訳（日本語や手話など）

29.4%

25.0%

17.5%

8.9%

5.6%

4.2%

1.4%

0.8%

0.3%

0.0%

きょうだいの世話や送迎など

見守り

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

外出の付き添い（買い物など）

身体的な介護（入浴など）

感情面のサポート

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

通院の付き添い

服薬管理

18.5 %

16.6 %

14.0 %

7.6 %

5.1 %

4.5 %

1.3 %

0.0 %

0.0 %

0.0 %

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

見守り

きょうだいの世話や送迎など

外出の付き添い（買い物など）

身体的な介護（入浴など）

感情面のサポート

通訳（日本語や手話など）

通院の付き添い

金銭管理

服薬管理



44.0 18.9 12.3 9.4 15.4 

0% 25% 50% 75% 100%

１時間未満 １～３時間 ３～７時間 ７時間以上 無回答
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子どもアンケート調査結果の概要

「世話の頻度」と「世話に費やす時間」について

世話をする子どもの３割から５割が「週３日以上」家族の世話をしており、世話をする子どもの１割から２割が平日１日あた
り「３時間以上」家族の世話をしている。

●世話の頻度

ほぼ毎日

36.2%

週３日～５日

16.7%週１日～２日

14.7%

１ヶ月に数回

9.4%

その他

3.4%

無回答

19.8%

●小学５年生（2,177人） ●中学２年生（635人） ●全日制高校２年生（302人）

●世話に費やす時間

ほぼ毎日

20.9%

週３日～５日

10.3%

週１日～２日

9.9%

１ヶ月に数回

7.6%
その他

1.7%

無回答

49.7%

ほぼ毎日

34.6%

週３日～５日

11.0%

週１日～２日

10.4%

１ヶ月に数回

6.5%

その他

2.8%

無回答

34.6%

週３日以上
岐阜県： 52.9％
全国調査 68.9％

(小６)

週３日以上
岐阜県： 45.6％
全国調査 63.0％

週３日以上
岐阜県： 31.2％
全国調査 64.5％

平日３時間以上 岐阜県：21.7％ 全国（小６）：29.9％ 平日３時間以上 岐阜県：9.9％ 全国：35.1％平日３時間以上 岐阜県：15.8％ 全国：33.5％

55.4 14.0 8.7 7.1 14.8 

0% 25% 50% 75% 100%

１時間未満 １～３時間 ３～７時間 ７時間以上 無回答

68.2 9.3 5.34.6 12.6

0% 25% 50% 75% 100%

１時間未満 １～３時間 ３～７時間 ７時間以上 無回答
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子どもアンケート調査結果の概要

「世話をすることの大変さ」について

家族の世話をする子どものうち２割から３割が「身体的、精神的にきつい」「時間の余裕がない」と感じている。また、家族
を世話することにより「自分の時間・勉強時間が取れない」「睡眠が十分に取れない」など、生活に支障が生じている。

●家族の世話することの大変さ

体力の面で大変

11.4%

気持ちの面で大変

13.1%

時間の余裕

がない

10.2%

特に大変さは

感じていない

56.3%

無回答

17.3%

●小学５年生（2,177人） ●中学２年生（635人） ●全日制高校２年生（302人）

●お世話していることで経験したこと（主なもの）
【複数回答】 ※小学生

9.3%

6.1%

6.0 %

5.6 %

自分の時間が取れない

宿題など勉強する時間がない

眠る時間がたりない

友達と遊ぶことができない

身体的にきつい

4.3%

精神的にきつい

7.0%

時間的余裕

がない

6.3%特にきつさ

は感じてい

ない

45.7%

無回答

40.4%

身体的にきつい

6.6%

精神的にきつい

11.2%

時間的余裕

がない

8.3%

特にきつさ

は感じてい

ない

54.6%

無回答

27.6%

8.7%

6.9%

6.8%

5.5%

宿題や勉強する時間が取れない

自分の時間が取れない

睡眠が十分に取れない

友人と遊ぶことができない

●やりたいけど、できていないこと（主なもの）
【複数回答】 ※中学生・高校生

6.6%

5.3%

5.0%

4.0%

睡眠が十分に取れない

友人と遊ぶことができない

宿題や勉強する時間が取れない

自分の時間が取れない



ない

47.0%

ある

9.9%

無回答

43.0%
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子どもアンケート調査結果の概要

「世話についての相談経験」と「相談しない理由」について

世話をする子どもの４割から６割が相談したことがないと回答。悩みを抱えているが相談しない理由として「相談するほどの
悩みではないから」「家族以外の人に相談するような悩みではない」「相談しても状況は変わらない」と回答している。

●相談経験の有無

ない

64.4%

ある

16.0%

無回答

19.6%

●小学５年生（2,177人） ●中学２年生（635人） ●全日制高校２年生（302人）

●相談しない理由 【複数回答】 ※「その他・無回答・分からない」は除いて記載

69.9 %

7.3 %

3.2 %

3.1 %

2.2 %

相談するほどの悩みではないから

相談しても何も変わらないから

誰に相談するのがよいか

わからないから

家族のことを話したくないから

相談できる人がいないから

ない

55.3%

ある

12.6%

無回答

32.1%
いない

23.9%

いる

53.5%

無回答

22.5%

相談経験のない子どものうち、
世話について話をきいてくれる

相手の有無

55.3 %

7.7 %

6.6 %

4.8 %

4.3 %

誰かに相談するほどの悩みではない

家族以外の人に相談するような悩みではない

相談しても状況が変わるとは思わない

誰かに相談するのがよいかわからない

家族のことのため話しにくい

51.4 %

7.7 %

7.0 %

4.2 %

2.8 %

誰かに相談するほどの悩みではない

家族以外の人に相談するような悩みではない

相談しても状況が変わるとは思わない

家族のことを知られたくない

家族のことのため話しにくい

いない

19.4%

いる

66.6%

無回答

14.0% いない

19.1%

いる

59.8%

無回答

21.1%

相談経験のない子どものうち、
世話について話をきいてくれる

相手の有無

相談経験のない子どものうち、
世話について話をきいてくれる

相手の有無
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子どもアンケート調査結果の概要

「学校や周りの大人に助けてほしいこと」について

世話をする子どもは「自分の時間がほしい」「勉強を教えてほしい」「話を聞いてほしい」「将来の相談にのってほしい」と
いったニーズを抱えている。

12.6

9.0

9.7

―

2.2

2.4

2.7

1.3

0.8

11.8

11.0

9.0

9.6

2.4

2.8

0.8

2.4

1.4

7.3

7.0

7.0

7.0

2.3

3.0

1.3

1.0

2.6

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0

自由に使える時間がほしい

勉強を教えてほしい・学習のサポート

自分のこと・自分の状況について話を聞いてほしい

将来（進路・就職）の相談にのってほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

お金の面で支援・経済的な支援

自分が行っているお世話の一部を誰かに代わってほしい

自分が行っているお世話のすべてを誰かに代わってほしい

家族の病気や障がい、お世話のことなどについてわかりやすく説明してほしい

小学５年生 中学２年生 全日制高校２年生

※「その他・無回答・分からない」は除いて記載

n=2,177人 n=635人 n=302人

(％)

※中学生・高校生のみ

●学校や周りの大人に助けてほしいこと 【複数回答】



いる

43.4%

いない

20.8%

分からない

35.8%

岐阜県
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学校アンケート調査結果の概要

「学校でのヤングケアラーの把握状況」について

小学校は２割程度、中高校は４割程度の学校でヤングケアラーと思われる子どもが在籍すると回答している。また、該当の有
無が分からない理由として、家族問題のため把握が難しいとの回答が多い。

●ヤングケアラーの把握

●ヤングケアラーがいるか分からない主な理由 【複数回答】

●小学校（219校） ●中学校（99校） ●全日制高校（53校）岐阜県
「いる」
26.0％

岐阜県
「いる」
45.5％

岐阜県
「いる」
43.4％

いる

45.5%

いない

33.3%

分からない

21.2%

岐阜県
いる

49.8%

いない

16.5%

分からない

33.3%

無回答

0.4%

全国

いる

34.1%

いない

43.4%

分からない

21.9%

無回答

0.4%

全国

いる

26.0%

いない

55.7%

分からない

18.3%

岐阜県
いる

46.6%

いない

34.0%

分からない

19.4%

無回答

0.1%

全国

95.0

25.0

5.0

5.0

100.0

38.1

4.8

0.0

89.5

52.6

15.8

36.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

家族内のことで問題が表に出にくく、実態の把握が難しい

ヤングケアラーである子ども自身やその家族が「ヤングケアラー」

という問題を認識していない

学校において、「ヤングケアラー」の概念や支援対象としての

認識が不足している

不登校やいじめなどに比べ緊急性が高くないため、

「ヤングケアラー」に関する実態の把握が後回しになる

小学校 中学校 全日制高校

(％)

n=19校n=21校n=40校
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学校アンケート調査結果の概要

「ヤングケアラーと思われる子どもの状況」について

学校が把握するヤングケアラーの状況は、家族にかわり「幼いきょうだいの世話」「家族の通訳」「家事」をする子どもが多
い。

●ヤングケアラーと思われる子どもの主な状況 【複数回答】

●小学校（57校） ●中学校（45校） ●全日制高校（23校）

75.4 %

17.5 %

15.8 %

5.3 %

5.3 %

3.5 %

3.5 %

1.8 %

幼いきょうだいの世話をしている

家族の通訳をしている

障がいや病気のある家族に

代わり、家事をしている

目を離せない家族の見守りや

声掛けをしている

障がいや病気のあるきょうだいの

世話をしている

病気の家族の看病をしている

障がいや病気のある家族の

身の回りの世話をしている

アルコール・薬物などの問題の

ある家族に対応している

60.0%

48.9%

15.6%

15.6%

13.3%

11.1%

4.4%

4.4%

2.2%

幼い兄弟の世話をしている

障がいや病気のある家族に

代わり、家事をしている

家族の通訳をしている

障がいや病気のある家族の

身の回りの世話をしている

目を離せない家族の見守りや

声掛けをしている

障がいや病気のあるきょうだいの

世話をしている

病気の家族の看病をしている

アルコール・薬物などの問題の

ある家族に対応している

障がいや病気のある家族の

入浴やトイレの介助をしている

60.9%

60.9%

56.5%

39.1%

39.1%

21.7%

17.4%

8.7%

0.0%

家族の通訳をしている

幼い兄弟の世話をしている

家計を支えるために、アルバイト等

をしている

障がいや病気のあるきょうだいの

世話をしている

障がいや病気のある家族に

代わり、家事をしている

障がいや病気のある家族の身の回りの世

話をしている

目を離せない家族の見守りや

声掛けをしている

病気の家族の看病をしている

アルコール・薬物などの問題の

ある家族に対応している
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学校アンケート調査結果の概要

「ヤングケアラー支援に必要な取り組み」について

ヤングケアラー支援に必要な取り組みとして、小中高校とも「教職員がヤングケアラーについて知ること」「子ども自身がヤ
ングケアラーについて知ること」「子どもが教員に相談しやすい関係をつくること」が多く挙げられている。

●ヤングケアラー支援に必要な主な取組 【複数回答】

●小学校（219校） ●中学校（99校） ●全日制高校（53校）

92.7 %

90.9 %

84.0 %

71.7 %

65.8 %

62.1 %

58.4 %

35.2 %

28.8 %

教職員がヤングケアラーについて

知ること

子どもが教員に相談しやすい関係を

つくること

子ども自身がヤングケアラーに

ついて知ること

ＳＳＷやＳＣなどの専門職の配置が

充実すること

学校がヤングケアラーの支援に

ついて相談できる機関があること

学校にヤングケアラーが何人いるか

把握すること

学校にヤングケアラーや保護者の

相談窓口があること

ヤングケアラーを支援するNPOなどの

団体が増えること

ヤングケアラーの検討組織を校内に

つくること

88.9%

86.9%

84.8%

64.6%

61.6%

60.6%

57.6%

27.3%

24.2%

教職員がヤングケアラーについて

知ること

子ども自身がヤングケアラーに

ついて知ること

子どもが教員に相談しやすい関係を

つくること

ＳＳＷやＳＣなどの専門職の配置が

充実すること

学校にヤングケアラーが何人いるか

把握すること

学校がヤングケアラーの支援に

ついて相談できる機関があること

学校にヤングケアラーや保護者の

相談窓口があること

ヤングケアラーの検討組織を校内に

つくること

ヤングケアラーを支援するNPOなどの

団体が増えること

88.7 %

86.8 %

75.5 %

54.7 %

50.9 %

41.5 %

39.6 %

24.5 %

5.7 %

教職員がヤングケアラーについて

知ること

子ども自身がヤングケアラーに

ついて知ること

子どもが教員に相談しやすい関係を

つくること

学校がヤングケアラーの支援に

ついて相談できる機関があること

ＳＳＷやＳＣなどの専門職の配置が

充実すること

学校にヤングケアラーが何人いるか

把握すること

学校にヤングケアラーや保護者の

相談窓口があること

ヤングケアラーを支援するNPOなどの

団体が増えること

ヤングケアラーの検討組織を校内に

つくること



19

インタビュー調査結果の概要

インタビュー先：県内の元ヤングケアラー３名、関係団体等１７団体

◇ 元ヤングケアラーのインタビュー概要

• 介護や家事に時間を取られ、部活動をやめたり、通信制高校への転学など学校生活や進路に影響が出た。
• 母の病状の悪化に伴い、父が退職。経済面での困窮、父の健康状態の悪化など家族全体の状況が徐々に深刻化した。

• ヘルパー等支援者が家に入ってくることには抵抗があった。

• 自分は家族のことを大切に思っているし、家族も皆頑張っている。その中で介入されると、親が悪いという形になり、
それは、子どもにとってすごく嫌だと思う。

• 学校の中では普通でいたいという気持ちがあった。

• 相談窓口が当時あったとしても、相談できなかったかもしれない。不安感がある。
• いちばんつらかった時期に、家族の介護を担っている友達と出会い、色々話せたことは本当に良かった。

• ヤングケアラー向けではない、地域の子どもが、誰でもいつでも立ち寄れる第三の居場所があると嬉しいと思う。

◇ 関係団体等（医療、福祉、教育、多文化共生等）のインタビュー概要

• 関係者の間では、研修等によりヤングケアラーという概念は急速に認知されてきている。
• 活動の中で、ヤングケアラーではないかと思うケースが見受けられることはある。

• ヤングケアラー本人にヤングケアラーという自覚がない。

• 本人だけでなく家族にも認識がない。若しくは認めたくないということがあり、相談に繋がりにくいのではないか。
• どう支援したら良いのか、どこからが介入すべき重篤な状況なのかが分からない。

• 子どもが行政機関等に直接相談するというのはハードルが高いのではないか。ネットであれば相談しやすいのではないか。



20

ヤングケアラーとは、「本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っていることに
より、子ども自身がやりたいことができないなど、子ども自身の権利が守られていないと思われる子ども」のこ
とをいいます。

参考

ヤングケアラーの定義
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